教職実践演習導入に伴う経過措置　※本表は椙山女学園大学の大須賀久範氏が作成した資料に改訂を加えたものである。
	
	附則第2条
	附則第3条
	平成22年度以降入学生

（旧課程への入学者を除く）

	平成22年3月31日時点
	在学中の者

（平成22年度以降に転学部・転学科する者を含む。）
	平成22年度以降入学生以外の者で附則第2項の適用を受けない者

↓

●平成22年度以降に旧課程に相当する学年に入学した者（編入学等 ※）

●科目等履修生
	

	平成22年4月1日
	
	
	入　学

	
	
	
	

	
	
	
	

	平成25年3月31日時点
	総合演習未修得
	総合演習修得済
	総合演習修得済
	総合演習未修得
	

	
	↓
	↓
	↓
	↓
	
	
	

	
	在学
	卒業
	卒業

※教職に関する科目の最低修得単位数修得済
	卒業

※教職に関する科目の最低修得単位数未修得
	
	
	

	
	↓
	↓
	↓
	↓
	
	
	

	平成25年4月1日以降
	卒業までに総合演習を修得し、かつ教職に関する科目の最低修得単位を修得すれば教職実践演習を修得する必要はない。ただし、総合演習は修得したが、教職に関する科目の最低修得単位を未修得のまま卒業した場合は、教職実践演習を修得する必要がある。

なお、平成25年度以降は在学中に教職実践演習のみを修得しても所要資格を満たすこととなる。
	教職実践演習

要修得
	教職実践演習

修得不要
	教職実践演習

修得不要
	教職実践演習

修得不要
	教職実践演習

要修得
	教職実践演習

要修得


※編入学者等…学校教育法第88条により課程認定大学に入学の際、大学の修業年限に通算された者、編入学した者、大学を退学した後に課程認定大学に入学し退学までの在学期間が修業年限に通算された者及び大学を卒業した後に課程認定大学に入学し当該卒業までの在学期間が修業年限に通算された者並びに指定教員養成機関におけるこれらに相当する者
